第1回彦根市まち・ひと・しごと創生本部会議　会議録
1　日　時　　平成28年6月28日(火)午前10時～午前10時30分
2　場　所　　中央町仮庁舎4階　災害対策本部室
3　出席者　　本部長(市長)、副本部長(両副市長)
　　　　　 　本部員
(企画振興部長、企画振興部参事、総務部長、危機管理監、市民環境部長、
福祉保健部長、産業部長、産業部参事、都市建設部長、上下水道部長、教育部長、
文化財部長、消防長、病院事務局長)
　　　　　   事務局(地方創生推進室)
4　内　容
(事務局)
よろしいでしょうか。それでは、只今から平成28年度彦根市まち・ひと・しごと創生本部第１回会議を開催致します。
部長会議引き続いての会議となり、皆さんお疲れかと思いますが、本日は時間の都合上、30分程度で終了させていただきたいと思いますので、円滑な進行が出来ますよう、ご協力の程をよろしくお願い致します。
それでは、推進本部設置規程第4条の規定に基づきまして、本部長に市長に議事の進行をお願い致します。
(議長)
はい、それでは定めによりまして議長を務めさせていただきます。本日の議題は、一括して行きたいと思いますのでよろしくお願いします。まず、事務局の方からご説明をお願いします。
(事務局)
それでは、総括ということで私の方から事務局から総括をさせていただき、昨年度からのメンバーですので第1回ということですので経過を簡単に申し上げます。
地方創生につきましては、足かけ3年目となりますけれども、今年度は、補助金事業それから総合戦略推進の2本立てが主な事業となります。交付金事業につきましては、昨年度の加速化交付金に続きまして、今回6月議会で認められました食をテーマとしましたプロジェクトが開始されます。
それから総合戦略につきましては、昨年度、部長会議のメンバーによります本部会議、それから関係機関代表者や市役所各次長で構成されましたパンプアップチームというのがございますが、ご検討いただきました訳でございます。このパンプアップチームを発展した形で今年度まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会というのを関係機関「産官学金労言」と言われておりますけれど、その代表者によりまして構成しまして、この部長会議のメンバー皆様には引き続き創生本部としてお願いするということでございます。詳細につきましては、担当の者から申し上げますのでよろしくお願い致します。
(事務局)
各議題について一括でご説明いたします。

それでは、まず、議題1「彦根市まち・ひと・しごと創生本部設置規程の改正について」をご説明いたします。

　　こちらにつきましては、平成28年4月1日付け人事異動により、本部員の対象となる部長級の職が新たに設けられたほか、総合戦略の担当所属として、新たに地方創生推進室が設置されたことから、これに合わせ、創生本部の構成員および事務局を変更するものでございます。

　なお、本規程の施行日は、4月1日でございます。

　　参考としまして、お手元の資料、次第の次に改正後の規程をご用意いたしましたので、よろしくお願いします。

続きまして、議題2「平成28年度のスケジュールについて」でございます。

　　こちらにつきましては、資料1、2、3、4をご覧ください。

　　まず、資料2でございますが、こちらが通常のＰＤＣＡサイクルの流れをお示ししたものでございます。

　　最初に、ピンク色でお示ししました「Ｐｌａｎ」、予算化した事業について、「Ｄｏ」、青色でお示ししておりますが、予算の執行を行います。

その上で、黄色でお示ししておりますが、決算が確定した段階でＫＰＩ指標や事業実績などを「Ｃｈｅｃｋ」、いわゆる評価を行うという流れでございます。

評価は、総合戦略の冊子の7ページから8ページに示されております4つの基本目標ごとに実施します。

評価の第一段階としましては、まず、各基本目標に関連する所属で構成される部会を設けた上で、決算の自己評価を行います。

具体的な部会の構成につきましては、各所属宛てに先日照会しました結果を取りまとめた資料4、Ａ3の資料でございますが、こちらで色分けをしてお示ししておりますとおり設けるものでございます。

　　この部会による評価の結果を、本部会の中で、全体を俯瞰し、評価していただくという流れで内部評価を実施します。

資料2に戻ります。

その後、内部評価の結果を反映しました資料により、各施策について、外部委員で構成される協議会に諮り、評価していただくというものでございます。

　　そして、最後の「Ａｃｔ」、緑色でお示ししております部分でございますが、いわゆる改善でございまして、先程の評価結果を受けて、部会で取組を検討していただき、内外の検証を経て、　新年度の予算に反映させるという流れでございます。

　　しかしながら、平成27年度、今回の評価は少し異なります。

資料3をご覧ください。

こちらをご覧いただきますと、平成27年度決算につきましては、総合戦略策定前に編成された予算であるため、ＰｌａｎとＤｏがございません。

　では、何を評価するのかということですが、簡単に言いますと総合戦略の時点修正の要否について判定をするというものでございます。

総合戦略は、平成26年度のＫＰＩ指標の数値を基に策定されております。

これに対し、今回、平成27年度のＫＰＩ指標の数値が確定しましたことから、直近の数値で評価した場合、現在の総合戦略の各取組に不足はないかということについて、皆様の評価をいただきたいということでございます。

皆様の評価と外部評価を基に、平成29年度予算で要求する取組を部会に検討していただこうというのが、今年度の評価の概要でございます。
具体的なスケジュールとしましては、資料1をご覧ください。

こちらでございますが、来週7月5日に皆様からの評価をいただくために本部会を開催いたします。

そして、7月下旬、22日を予定しておりますが、外部委員による推進協議会を開催し、外部の評価を受けます。

なお、その際は、平成26年度から平成27年度に繰り越した地方創生関係の交付金事業の外部評価を併せて行う予定をしております。

これは、国に対し、事業実績報告を行う際の必須事項であるため、実施するものでございます。

こちらにつきましては、事業担当の所属長様に対し、協議会への出席と当日の説明をご依頼する予定でございますので、よろしくお願いいたします。

さて、話を戻しますが、外部評価の結果については、8月上旬の本部会で報告する予定をしております。

それと同時に、新たに部会を、先程の資料4でお示ししておりますグループごとに設立し、今後求められる施策について、検討を進めていただきたいと考えております。

その上で、検討された施策について、本部会、協議会への報告・検証を経て、予算要求へとつなげようと考えております。

以上が、今年度の大きなスケジュールでございます。

最後に、議題3「平成27年度ＫＰＩ指標に係る評価の進め方について」でございます。

こちらはＡ3横長の「平成27年度　ＫＰＩ指標評価シート」の一番後ろのページ「記載例」をご覧ください。

一番下にある紙質の良い資料でございます。

本表は、基本目標ごとにシートが分かれております。

行タイトル「基本目標」、「目的」、「数値目標」につきましては、総合戦略の7ページ～8ページの記載内容を載せております。

その下の「関係所属」につきましては、資料4に掲載されている所属を載せております。

次の「各施策とその方向性」は、基本目標を達成するため、総合戦略に記載された施策について、それぞれのＫＰＩ指標の基準値、平成31年度時点で達成すべき目標値、方向性を載せております。

そして、今回皆様にご記入いただくのが、一番下の「平成27年度の評価と課題」でございます。

各指標に対し、それぞれ平成27年度のＫＰＩ指標の結果と目標値を載せております。

結果につきましては、先日各所属に照会させていただきました数値を載せております。

目標値につきましては、ＫＰＩ指標の設定の際、各所属より回答がありました平成27年度の目標値を載せております。

次の「評価」欄は、この結果と目標値の比較結果を、「達成できた＝○」、「達成できなかった＝×」、「取組自体がない＝―」の3つの判定で示しております。

皆様には、これら判断材料を踏まえて、次の「課題」と「課題解決に向け、平成29年度に実施すべき取組」について、ご記入いただきたいと考えております。

特に「×」のものにつきましては、達成すべきはずの年度目標が達成できていないということなので、総合戦略を策定した時点よりも深刻な状態であるといえ、課題解決に取り組む必要性が高いといえますので、この辺りを中心に評価いただければと考えております。

参考としまして、資料5「主要な事業」、資料6「ＫＰＩ指標の一覧」をお渡ししておりますので、ご参照願います。

なお、皆様の部局に関わるもののみを評価するのではなく、全体を俯瞰して評価いただきますよう、よろしくお願いいたします。

以上で説明を終わります。

よろしくお願いします。
(議長)
はい、ありがとうございました。それでは、何かご質問なりご意見なりございましたらご発言をお願い致します。
(議長)
あのＫＰＩは何の略ですか。
(事務局)
Ｋｅｙ Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ(キー　パフォーマンス　インディケーター)です。
(総務部長)
事務局に1点だけ資料2と3の図を見せていただくと、決算の確定いう言葉を使ってらっしゃいます。これは、例えば議会の認定を受けた時点を指すのか、一般会計出納整理期間終わった時点を指すのか、そこを教えていただけますか。
(事務局)
出納整理期間が終わった段階を考えております。
(総務部長)
それでは、そのような表現に変えられるのがよろしいかと思います。
2点目、28年度当初予算編成方針等に地方創生事業を折り込んでおり、来年度以降もそうするつもりですけども、この資料2・3を見ていると、予算の執行などに重点を置いている様な表現になっておりますが、それは当たり前の話ですし、予算の執行によってＫＰＩを導きだそうとしているように取られるような気がするのですが、そうではないと思います。ＰＤＣＡサイクルの書き方をもう少し違う観点での表現にされた方が良いような気がします。

その当たりみなさんのご意見を伺っていただきたいと思います。
(事務局)
総務部長がおっしゃる通り、一部の事業には執行予算が伴わないものもありますので、そういう点では「業務執行」などの表現に見直すなど、考え直していきたいと思います。
ありがとうございます。
(議長)
他の方はどうですか。
(上下水道部長)
ちょっとお尋ねしますけど、ＫＰＩ指標の評価を次の本部会でするのですか。それまでにシートに書いてくるのですか。その辺、ご説明してもらえますか。
このシートは、送ってきて何かに入れてメールで返すのか。
今後の作業について、教えていただきませんか。
(事務局)
来週の部長会の中で第2回本部会をさせていただくのですけども、その際にご発言いただいて、それを事務局で取りまとめるという流れを考えております。
(議長)
ご理解いただけましたか。
(事務局)
では、改めて今日の午後に様式をお送りしますのでよろしくお願いします。
(上下水道部長)
評価を事前に行った上で自分の意見を言うのですね。別に言わなくても良いのですか。
(事務局)
かまいません。

(上下水道部長)
次回の本部会議で出された意見を事務局でとりまとめて、評価表を作られるという解釈でよろしいですか。
(事務局)
皆様から頂いたご意見を内部評価の結果として取りまとめ、評価表に記載します。
その表を外部評価の資料とさせていただく予定をしております。
(議長)
どうぞご質問ください。
(上下水道部長)
事前に部局内の意見を取りまとめるということまでは行わず、その場だけの対応で良いということですか。
今の答弁だとそのように理解します。
(事務局)
記載例をご覧ください。

平成27年度につきましては総合戦略を策定し、完成しましたのが28年3月でした。

よって、実際戦略の取組は、まだ行っておりませんが、平成31年度の目標値に向かって個別の各年度の目標値を設定しております。
それで達成しているか達成してないかの観点でこちらの方で×か○かいうことを書かせてもらっています。
それに対して、本日この会議が終わってからメールでこの様式等を送らせてもらいますので、たぶん×の方がより重点になるかと思うのですが、それについてこの結果を踏まえて課題等がございましたら記入していただく、そして、それに向けた必要な取組についてあればご記入していただいて、また１週間で短いんですけどもメールでお返していただいたら、その次の時には、印刷した物をこちらの方で用意させていただこうと思っております。
赤の「課題」と書いてところと「課題解決に向け平成29年度支出すべき取組」と書いてあるこの2か所だけをあれば書いていただくという形でお願い致します。
(総務部長)
もう一度聞きますが、部局長にシートは送るのですか。
(事務局)
部局長にお送りさせていただきます。

(上下水道部長)
部局長は担当課長に再配信しますよね。図に書いてある担当課長が書かれる、それが１週間くらいで取りまとめられこのテーブルに出てくると、そういうイメージですね。

(事務局)
お願いしたいと思っております。

(総務部長)
作業的に1週間でそれは難しいのではないですか。

すでにメール配信されているなら分かるのですけど、今初めて聞いて1週間くらいで書けると踏んでいるのですね。
(事務局)
短いですけどもお願いしたいと思っております。

(議長)
いかがでしょうか。
(市民環境部長)
記載例の表を見ますと27年度のＫＰＩ目標値が記載されている施策のみの評価で良いのでしょうか。
ただ、31年度のＫＰＩ目標値だけが設定されているものもあると思いますので、先ほど言いました27年度ＫＰＩ目標値が設定されるものについて、課題であるとか、問題解決に向けた取組に向けたことを書かせていただくことでよろしいですか。
(事務局)
表の見方がややこしい所があるのですが、はじめの方に書いてあるＫＰＩの基準値とＫＰＩの目標値という部分は、基準となる平成26年度時点のＫＰＩの指標と、目標値というものは最終の平成31年度の目標値となっており、取組の内容と最終目標を挙げさせて頂いております。

今度は下の段ですが、平成27年度時点の値について記載しており、この時点においても、この度、評価をお願いしたいと考えているところです。
(総務部長)
27年度ＫＰＩ値結果と27年度の目標値をこの2つを比較して評価が○×―となっているのですね。その2つの指標を比べて課題とそのものの実施すべき取組を書けば良いという理解でよろしいですか。
(事務局)
おっしゃる通りでございます。
(議長)
いかがでしょうか。
それでは短期集中でよろしくお願い致します。
　　事務局何かございますか。
(事務局)
ありがとうございました。
それでは、来週は、部長会議の中で時間を取りたいと思います。

詳細については、各本部員にメールを送る際にもう一度説明文をつけますので、宜しくお願い致します。
(議長)
その他特に何かありますか。
なければこれをもちまして、まち・ひと・しごと創生本部第1回会議を終了させていただきます。
お疲れ様でした。
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